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「平成１５年度中間期(平成１５年９月期)決算に関する主な質疑応答」については、決算
発表当日(１１月２５日)に弊社ホームページ上に掲載しております。この他に、決算発表
記者会見や、投資家説明会（１２月２日）における質疑応答を中心に、お問い合わせの   

多い質問への回答を以下の通り掲載させて頂きます。 
尚、各回答項目の末尾に上記の説明会における配布資料（弊社ホームページの「IRライブ
ラリー」ご参照）の該当頁を【 】でご参考までに表示しています。 
 
 
1．ＳＭＢＣ業績関連 
 
Ｑ．１５年度下期において、貸金残高の増強と利鞘の改善に向けてどのように取組んで  

いくのか説明して下さい。 
 
Ａ．１５年度下期における貸金残高の増強については、上期に引き続き、不良債権の圧縮

による残高減少影響に加えて、企業の資金需要の大幅な改善が見込めないものの、  

主として住宅ローンや中堅・中小企業向け新型リスクテイク貸金の増強に積極的に 

取り組むこと等により、純増に反転させたいと考えています。また、利鞘については、

既存先への利鞘改善交渉等の対応に加え、利鞘の厚い新型リスクテイク貸金を積極的

に取組むこと等により、法人部門全体で＋１０bp 程度(１５年度通期)の改善を図って
いく計画です。 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.３１】 
 
Ｑ．中堅・中小企業向けの新型貸金、所謂リスクテイク貸金が順調に伸びているとのこと

ですが、平成１５年９月末の残高、及び平成１５年度通期の取組計画を教えて下さい。 
 
Ａ．中堅・中小企業向け新型リスクテイク貸金の９月末残高は、年商１０億円未満の中小

企業を対象としたビジネスセレクトローン（以下、ＢＳＬ）で約５,０００億円、簡易・
標準判断型の審査を導入したＮファンド等で約１兆１,０００億円、合計で約１兆  
６,０００億円となっています。 
１５年度通期の取組計画は、当初計画の２兆３,０００億円に３,０００億円上乗せし
２兆６,０００億円に上方修正致しました。 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.２９】 
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Ｑ．ＮファンドとＢＳＬとの違いについて教えて下さい。 
 
Ａ．いずれもリスクコントロール手法の高度化により、リスクに見合った適正なリターン

の確保を図るリスクテイク貸金であり、「無担保・第三者保証不要」・「スピード審査」

により貸出を行う点に特徴があります。 
相違点は、Ｎファンドは一般の法人貸金の採上基準について、ポートフォリオ管理型

貸金の考え方を反映させ、審査基準を簡易化・標準化した貸金であるのに対し、ＢＳ

Ｌは年商１０億円未満の中小企業を対象に、貸出額も原則上限５千万円と小口分散化

したポートフォリオ管理型貸金そのものであり、プロモーションから貸金の採り上げ、

期中管理についてもＢＳＬ独自のプロセスにより完結した商品である点にあります。 
【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.５０～５２】 

 
Ｑ．ＢＳＬの収益性について教えて下さい。 
 
Ａ．ＢＳＬは、当行が独自に開発した中小企業向け専用のクレジットスコアリングモデル

に基づきリスク／リターンの関係を適切に反映した金利設定を実施して３％台前半の

利鞘を確保しています。併せて、法人プロモーションオフィス（コールセンター）を

活用した効率的な推進体制を整え、採上げ時の自動審査から、期中管理・延滞対応ま

で一貫した当行独自のビジネスモデルを確立してコストを抑制すると共に、デフォル

ト率については、ポートフォリオ分析により採上基準を機動的に見直す等により想定

の範囲内にコントロールし、十分な収益性を確保しています。 
 
Ｑ．住宅ローンが順調に伸びているとのことですが、平成１５年度上期の取組実績並びに

１５年度通期見込みについて教えて下さい。 
 
Ａ．平成１５年度上期の住宅ローンの取組みは、ローン取扱いの専門拠点であるローン  

プラザを中心に新規案件獲得が好調であったことに加え、長期固定金利ローンを中心

とした借換案件も好調に推移し、約９,６００億円となりました。１５年度下期におい
ては、ローンプラザの一層の拡充、並びに自動審査システムを活用したより迅速な  

サービスの提供等により約１兆８,０００億円の取組みを実施して参ります。 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.２８】 
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Ｑ．今後のチャネルの拡充について教えて下さい。 
 
Ａ．従来の集約一辺倒のチャネル戦略から大きく転換し拡充していく計画です。 

具体的には、法人取引では、中堅・中小企業向けビジネスを拡大する観点から１５年

度下期に４０拠点新設致します。内訳として、中堅・中小企業の未取引先が多い地域

や、企業流入の多い地域等を中心に法人営業部を５拠点、中小企業マーケットの潤沢

なエリア中心に法人営業所やビジネスサポートプラザ分室等のコストを抑制した軽量

チャネルを３５拠点、それぞれ新設する計画です。 
これらの効果を検証しながら１６年度以降、更に３０拠点の拡大を展望しています。 
個人取引においては、お客様のニーズにより一層適切に対応すべく既存の店舗を改良

し、コンサルティング専用スペースの設置や休日営業・営業時間延長等を特徴とする

「ＳＭＢＣコンサルティングプラザ」を東西主要都心ターミナル６拠点に新設（１６

年３月予定）致します。１６年度以降、新設店舗も含め郊外ターミナル店を中心に  

１００ケ店を目処に拡大する予定です。 
【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.３０】 

 
 
２．ＳＭＢＣアセットクオリティ関連 
 
Ｑ．１５年９月末の要管理債権が、１５年３月末対比８,７７６億円減少していますが、  

要因を具体的に教えて下さい。 
 
Ａ．内訳は、債務者区分の改善及び劣化等に伴う減少要因が、約１兆１,８００億円、他の

債務者区分からの劣化及び改善等に伴う増加要因が、約３,０００億円です。 
尚、劣化の中には、将来リスク削減の観点から、一定のキャッシュフローはあるもの

の、早期の再生が困難であったり、回収は可能ながら長期化することが見込まれる先

に対し、資産売却による回収等の抜本処理を加速し、その中で債務者区分も引き下げ

て引当を強化したケースが含まれています。 
【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.４３】 

 
Ｑ．１５年度上期、オフバランス化を１兆１,８６９億円実施した一方、危険債権以下への

新規劣化が６,６９８億円発生しています。この要因を具体的に教えて下さい。１５年
度下期も同様の新規劣化が発生するのでしょうか？ 

 
Ａ．長期間続いてきたデフレ環境が完全に回復したとは言えない状況の下、劣化が生じた

部分がありました。 
加えて、上述の通り、将来リスク削減の観点から進めた、要管理先に対する抜本処理

の加速、及び債務者区分引き下げに伴う劣化も、新規劣化額に含まれています。 
尚、１５年度下期については、新規劣化は減少するものと見込んでいます。 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.４３】 
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Ｑ．今後の開示債権残高の圧縮及びクレジットコストの見通しを教えて下さい。 
 
Ａ．金融再生法開示債権残高は１６年３月末で３兆円程度に、不良債権比率は５％を切る

水準に、１７年３月末には２兆円程度に圧縮、不良債権比率は３％台とする計画です。 
クレジットコストは、１５年度通期は上期実績を踏まえ７,０００億円程度で着地する
見込みであり、１６年度について現状では経営健全化計画にてお示しした４,５００億
円程度を見込んでいます。 
 

 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.２２】 
 
Ｑ．所謂債権買取ファンドに対する不良債権の売却はどの程度見込んでいるのか、また、

売却に伴うクレジットコストはどの程度を見込んでいるのでいるのか教えて下さい。 
 
Ａ．ゴールドマン・サックス証券会社、大和証券ＳＭＢＣプリンシパル・インベストメン

ツ株式会社、日本政策投資銀行と共同で先般設立した日本エンデバー・ファンドへの

不良債権の売却については、要管理先を中心に債権元本ベースで１兆円程度を見込ん

でいますが、債権売却が本格化するのは１６年度であり、その規模になるには１年以

上の期間を要すると見ています。当該ファンド宛の債権売却に伴うクレジットコスト

については、１６年度のクレジットコスト見込み額である４,５００億円の中で対応が
可能と考えています。 
 

【平成１５年９月期投資家説明会資料 Ｐ.２４】 
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5%-α 3%台

　　　　3兆円程度兆円程度兆円程度兆円程度　　　　

計画修正計画修正計画修正計画修正

5.90兆円

5.26兆円

3.87兆円

　　　　2.5兆円兆円兆円兆円程度程度程度程度　　　　

2兆円程度兆円程度兆円程度兆円程度

16/316/316/316/3末末末末 17/317/317/317/3末末末末

3兆円
程度

2兆円
程度

2.5兆円
程度


